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	応用
	抗原情報
	背景
	PAK2は、P21（CDKN1A）活性化キナーゼ2としても知られています。p21活性化キナーゼ（PAK）は、Rho GTPaseを細胞骨格再構成および核シグナル伝達に結び付ける重要なエフェクターです。PAKタンパク質は、低分子GTP結合タンパク質であるCDC42およびRAC1の標的となるセリン／スレオニンキナーゼファミリーであり、幅広い生物学的活性に関与することが示唆されています。PAK2は、カスパーゼを介したアポトーシスの際にタンパク質分解によって活性化され、死にゆく細胞におけるアポトーシスの制御に関与している可能性があります。PAK2は、SH3KBP1、CDC42、およびAbl遺伝子と相互作用することが示されている。
	研究分野
	アポトーシス、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	Hela（1）、Jurkat（2）、A549（3）、HEK293（4）、およびK562（5）細胞溶解物に対するPAK2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	PAK2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	PAK2 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト肺癌 (左) および胃癌 (右) の免疫組織化学分析。

